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令和７年度
認定こども園　菊水元町第二保育園
後期自己評価

評価
A・・・達成できている
B・・・もう少しで達成できる
C・・・もう少し努力が必要である
D・・・ほとんど達成できていない

評価日：令和　8年　4月　10日　　　　評価者：伊藤文音　　　　役職：園長　　　

項目 内容 意見・改善策

運
営
管
理

保育理念・方針を、保護者や職員に周知している

定期的な職員会議等を通して、職員の資質向上、業務効
率化や改善に努めている

園長や主任・職員の役割分担と責任が明確化され、園児
や保護者へ迅速な対応ができる体制がある

園のしおり、重要事項など基本情報が見えるところに置い
てある

守
秘
義
務

園児の個人記録や個人情報は、個人情報保護法に基づ
いて管理・保管している

園内で知り得た事柄について守秘義務を徹底している

緊急時のために、連携機関や医療機関等の連絡先が掲
示されている

園内の施設設備・玩具等の安全点検を定期的に実施して
いる

玩具の管理や環境構成に
ついて十分とは言えない
面もあった

保
育
環
境

保育室を常に清潔に保ち、安全に保育ができている
清潔で安全な環境づくりに
努めた

保育室内の温度、湿度、換気、照度等を、園児の活動に
あわせて変えられるようにしている

戸外あそびなどを通して、自然とのふれあいを大切にし、
心が豊かになるよう工夫している

安
全
・
危
機
管
理

事故災害時のマニュアルがあり、職員がすぐに見ることが
できるところにある

前期の反省をふまえ改善
を行った

外部からの侵入者に対し、対応策や訓練がある
白石消防署の指導のもと
不審者訓練を行った

仮眠や午睡時は定められた時間にチェックを行い、乳幼児
突然死症候群（SIDS）に配慮している

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

懇談会やお便り、HPなどを通して、保育内容や子どもの様
子を伝えている

近隣の幼稚園、保育園、小中学校と連携し、積極的に交
流を行っている

一年を通して積極的に交
流・連携が行われ、開かれ
た園づくりが進められた

保護者が意見を言いやすい環境が整っている 一部匿名の意見があった



前期評価 後期評価

18 A A

19 A A

20 A B

21 A A

22 A A

23 A B

24 A A

25 A A

26 A A

27 A A

28 A A

29 B A

項目 内容 意見・改善策

食
育

食の大切さを伝え、楽しく食事ができるよう工夫している

食育の計画を作成し、日々の保育の中で子どもが食べ物
に関心を持ち、楽しく意欲的に食べることができるよう工夫
している

野菜、果物、魚などの種類、形、大きさを知らせ食物への
関心を高めることができる

後期は食育活動が少な
かった

子どもが育てたものを食事やおやつに出し、一緒に食べる
など食育に心がけている（クッキングなど）

クッキングを例年より積極
的に取り入れることができ
た

職
員
間
の
連
携

職種・契約内容に関係なく、お互いにお互いの仕事内容を
理解し、協力しあうことができている

勤務時間中のプライベートや私語は慎み、仕事に向き合っ
ている

困難なことについては、抱え込まずに相談できるような環
境が整っている

自己評価に基づき、自らの課題を把握し、保育の質の向
上に努めている

前
期
の
総
評

　後期の自己評価では、子ども一人ひとりに寄り添ったかかわりや、保護者との丁寧なコミュニケー
ションを大切にしながら保育に取り組む姿が多く見られました。日々の保育の中で、子どもたちが安心
して過ごせるよう環境を整えたり、楽しい行事や遊びを通して成長を支えることができた点は、大きな
成果であると感じています。

　一方で、行事や業務の多忙さから余裕が持てず、研修を積極的に受けられなかったことや、活動内
容の工夫や引き出しの少なさ、整理整頓や環境構成への課題も挙げられました。また、職員一人ひと
りが自分の思いや気づきを発信し、職員同士の連携を深めていく必要性も見えてきました。

　次年度は、子どもたちにとってより豊かな経験ができるよう保育内容の工夫を重ねるとともに「職員
同士が支えあい、育ちあえる環境づくり」を大切にしていきたいと考えています。

人
権
擁
護

子どもに人権を尊重した保育を行っている（不適切保育や
虐待の防止）

オムツ交換について意見
が出たため、オムツ替えス
ペースの改善を図った

差別的なかかわりをせず、平等な保育を心掛けている

保
育
の
質
の
向
上

ヒヤリハット、事故報告書を共有し、同じ事故が起こらない
よう配慮している

研修内容を共有し、互いに知識や技術の習得を図ってい
る


